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食マネジメント学部は、食というテーマの豊かさに呼応する

ように、様々な分野から研究者が集う「メルティングポット」

として発足しました。それを象徴するように、食材が集めら

れる場をキムチ甕で表しています。周りの装飾は古代ギリシ

アの壷絵をモチーフとしており、食卓につく３匹のタヌキは

カルチャー、マネジメント、テクノロジーの３つの領域を表

しています。この愉快なシュンポシオンは、いつでも外に向

かって開かれており、客人が食べ物を提げてやってきます。
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